
学習指導要領（平成 29 年告示）のポイント【評価編】 

 

中学校 国語科 
 
１．国語科における学習評価の基本的な考え方 
国語科では、学習指導要領に示された資質・能力を、言語活動を通して育成していくことが大切です。この資質・能力は、指導事項とし

て示されており、そのまま単元の目標として設定することが可能です。この指導事項を踏まえ、目標の実現に向けた生徒の学習の状況を評

価します。また、資質・能力の３つの柱のうちの一つ「学びに向かう力、人間性等」は、年間を通して目標の実現に向けた粘り強さや自らの

学習の調整をしようとする姿を評価します。いずれも生徒の学習や教員の指導の改善に生かすことが大切です。 

 
２．中学校国語科の学習評価の事例 
中学校国語科の「内容のまとまり」は、〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕で示され、それらが更に〔知識及び技能〕は

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項（２）情報の扱い方に関する事項（３）我が国の言語文化に関する事項に、〔思考力、判

断力、表現力等〕は「A 話すこと・聞くこと」「B 書くこと」「C 読むこと」の領域に分けられています。この内容のまとまりを踏まえた学習評価の事

例を、第１学年の単元で説明します。 

 

 

 

〇 本単元で取組む言語活動と言語活動例との関連 
・新たに知った言葉を紹介する（関連：思考力、判断力、表現力等 A（２）ア） 

 

（１）単元の目標の設定 

 
（２）単元の評価規準の設定 

目標の実現に向けた生徒の学習の状況を評価するため、「知識・技能」と「思考・判断・表現」の観点の評価規準は、目標として設定し

た指導事項の文言を基に設定します。また、その際、内容のまとまりごとの評価規準(例)も参考にします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等  学びに向かう力・人間性等 

事象や行為、心情を表す語句の

量を増すとともに、語句の辞書的

な意味と文脈上の意味との関係に

注意して話や文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かに

することができる。（１）ウ 

・目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集

めた材料を整理し、伝え合う内容を検討することができる。

A（１）ア 

・相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝

わるように表現を工夫することができる。A（１）ウ 

言葉がもつ価値に気付くとともに、

進んで読書をし、我が国の言語文

化を大切にして、思いや考えを伝

え合おうとする。 

知識・技能 思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

事象や行為、心情を表す語

句の量を増すとともに、話や

文章の中で使うことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かに

している。（１）ウ 

①「話すこと・聞くこと」において、目的や場面に応じて、日常生活の

中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討して

いる。A（１）ア 

②「話すこと・聞くこと」において、相手の反応を踏まえながら、自分

の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫している。A（１）ウ 

粘り強く（１）、表現を工夫し

（３）、学習の見通しをもって

（２）、新たに知った言葉を紹

介しょうとしている。（４）。 

領域を意識して指導をするため
「領域名」を入れるようにする。 

当該単元の目標に照らして、
指導事項の一部を用いて評
価規準を設定する。 

生徒の姿を評価するため、文
末は「～している。」等にする。 

第１学年 新たに知った言葉を紹介する～聞き手を意識して話す～ 例 

「学びに向かう力、人間性等」の目標は、いず
れの単元においても、当該学年の目標の
（３）の「言葉がもつ価値～伝え合おうとす
る」までを目標として設定する。 

１ 粘り強さ（例：積極的に・進んで・粘り強く等） 

２ 自らの学習の調整（例：学習の見通しをもって、学習課題に沿って、今までの学習を生かして等） 

３ 「知識・技能」「思考・判断・表現」において、特に粘り強さを発揮して欲しい重点とする内容 

４ 自らの学習の調整が必要となる当該単元の具体的な言語活動 

生徒の「粘り強さ」や、「自らの学習の調整」をしようとする姿を評価
する。言語活動自体を評価するのではないことに留意する。 

主体的に学習に取り組む態度の評価について 

当該単元の目標を指導事項の一部
を用いて設定する場合もある。 

１から４の組み合わせ
は、目標や生徒の状況
に応じて工夫する。 



国立教育政策研究所 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校）を参考に作成 

 

（３）単元の主な学習活動と評価の計画（全５時間） 

 

 

 

 

 

 

〇生徒 Yのノートの記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒 Yの状況 

 

 

 

 

 

 

〇生徒Xの語彙手帳 

 

 

 

 

 

 主な学習活動 評価の計画 

１ 

・「語彙手帳」（日頃から、新しく知った語

彙を書き溜めている手帳）などから、自分

が友だちに紹介したい言葉を決める。 

[思考・判断・表現①]（ノート） 

〇紹介する言葉やその言葉に関するエピソードを、目的や場面、相手などを考えて

整理している。 

２ 

３ 

・話し方の工夫について話し合う。 

・スピーチの構想メモを書く。 

・スピーチの練習を行う。 

[主体的に学習に取り組む態度]（観察・ノート） 

〇練習を通して相手に伝わるような表現の工夫を考え、発表会に間に合うように選

んだ言葉を紹介しようとしている。 

４ 

５ 

・スピーチの発表会を行う。 

・他の人のスピーチを聞いて新たに知った言

葉と用例を「語彙手帳」に書く。 

[思考・判断・表現②]（発表・ノート） 

〇実際のスピーチにおいて、相手の反応を踏まえて、表現を工夫しながら話してい

る。 

[知識・技能]（語彙手帳） 

〇スピーチを聞いて新たに知った言葉を「語彙手帳」に書き留め、その言葉を適切な

用例とともに記入している。 

授業の際、どの時間にどの観点で評価するの

か、また、「おおむね満足できる状況」（B）の

具体的な姿を想定しておくことが大切です。 

具体的な学習活動を想定した指導と評価の例（※４・５時間目は、例として[知識・技能]のみ記載） 

「語彙手帳」（あるいは書籍、教科書など）から、紹介する言葉を決め、その言葉を選んだ理由・意味・用例・出合い・エピソードなど

をノートに書く。 
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生徒 Yの評価 

 [思考・判断・表現①]  A 

「日進月歩」よりも「登竜門」の

方が、中学生の節目にふさわしい

と考え、「登竜門」いう言葉のエピ

ソードを書き出し、その意味を改

めて確認し、友だちに伝える内容

を考えている。 

・話し方の工夫について話し合ったり、どのような話の構成でスピーチをするのかを考えたりする。 

・相手の立場にたって確認したり、友だちにアドバイスを求めたりしながらスピーチの練習をする。 

生徒 Yの評価 [主体的に学習に取り組む態度]  B 

スピーチ練習を繰り返して粘り強く表現の工夫をしたり、修正を加えた

りする姿や、発表会に間に合うようにスピーチを整えようとしている。 

話し方について友だちと相談しながら、試行錯誤し、

練習を繰り返したり、ノートの内容を修正したりした。 

友だちのスピーチを聞いて新たに知った言葉と用例を「語彙手帳」に書く。 

友だちのスピーチを聞き、「語

彙手帳」に新しく知った言葉

や、その適切な用例を書いた。 

さらに、「立身出世」という新た

な言葉に気付き、その意味を

記述し興味を広げていることか

ら 、十分満足できる状況

（A）と判断します。 

生徒 Xの評価 [知識・技能]  B 

「敢行」という言葉と「周囲の反対を押し切

って、世界一周の旅を敢行した。」という適

切な用例を「語彙手帳」に書いている。 

用例として適切でない場合は、努力を

要する状況（C）と判断します。その

ような状況の生徒に対しては、言葉の

意味を辞書などで確認したり、具体的

な場面を想定して記入したりするなどの

指導を想定しておくことが大切です。 


